
みんなで育てる森づくり事業
－森林ボランティア活動の拡大－

森づくりサポートセンターが企業・団体による森林づくりをコーディネート

企業・団体による森づくりの推進

事業内容
１ 森林ボランティア育成支援

これから森林ボランティア活動に取り組もうとする団
体が、活動を始めやすいよう、活動に必要な道具の購
入、知識や技術の習得に対して支援する

２ 森林ボランティア活動支援
森林ボランティア団体が、継続して活動するために必

要な消耗品に対して支援する

事業主体 民間非営利団体
補助率 定額
事業期間 平成２０～令和５年度（９１団体に交付）

技術研修の受講森林ボランティア活動状況

拠点施設の活用例
○ 森林ボランティアの安全講習・技術向上の場
○ 活動時の休憩スペース、荒天時の避難場所
○ 大学等の研究活動拠点

森林の中の拠点施設

越生ふれあいの
里山

拠点施設の場所

県民参加による森づくりの促進

Ｈ２０
４２団体

R５
１６９団体 （約４倍増）

企業・団体による森林づくり 森林ボランティア活動拠点施設の管理 森林ボランティアの育成

背景
県内で森林ボランティア活動への参加意欲が増加している

森林ボランティア団体の活動支援

Ｈ２０
４１団体

R５
９３団体 （約２．３増）

県内で森林づくりに参加する企業が増加している

森づくりに参加する企業数

担当 森づくり課 森林活動支援担当
電話 ０４８－８３０－４３１０



○ 手入れ不足の人工林

○ 手入れの遅れやシカの被害等により荒廃し緊急に整備が必要となっている水源地域の森林や不成績造林地を対象として、

針広混交林を造成し広葉樹の森等を再生することにより、水源かん養、土砂流出防備などの公益的機能の高度発揮や、

スギ花粉の削減、景観向上等を図る。

水 源 地 域 の 森 づ く り 事 業

今 後 の 取 組現状と課題

○ 県内の民有人工林57,000haのうち、公益的機能の持続的発揮

が危惧される高標高地域など条件不利地、 いわゆる水源地域

17,000haを対象に森林整備を推進

【実績】

・H20～R4 針広混交林化及び再生を図った森林 11,168ha 

○ 荒廃森林再生 ９０ha 【継続】
８５，５８３千円（５６，６３６千円）

これまでの取組

水源地域の保全・整備、公益的機能の高度発揮

獣害により植生回復が困難な箇所

において①広葉樹植栽、②獣害防止

柵の設置、③柵の修繕、④主林木保

護を実施する。

３１７，１４９千円 （繰入金：３１７，０９５千円）

人工林を強度に間伐し、針葉樹と

広葉樹が混じりあった針広混交林を

造成する

○ 針広混交林造成 ４５１ha 【継続】

２２３，９６７千円（３０９，４９８千円）

○ 事務費 ２，５９９千円（２，６６０千円）

荒廃森林の再生

針広混交林の造成

○ 調査費 ５，０００千円（５，０００千円）

施業前 １回目施業後 針広混交林移行中

下草が生育せず、表土が流出し根が露出した森林

シカの食害により、裸地化しやがて表土が流出する

担当 森づくり課 間伐・森林循環担当
電話 048-830-4321



○ 木材価格の長期低迷
木材販売収入が少なく再造林費の捻出が困難

○ 森林の少子高齢化が進行
ＣＯ２吸収力低下、将来の木材供給に支障

○ スギ・ヒノキ人工林の約８割が伐期を迎えているが、木材価格の長期低迷等により伐採が進まず森林の少子高齢化が進行

○ 森林を若返らせてＣＯ２吸収力を高め温暖化の防止等に寄与するとともに、「伐って・使って、植えて、育てる」循環利

用の促進と山村地域の活性化を図り、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の達成に貢献

森 林 循 環 利 用 促 進 事 業

今 後 の 取 組現状と課題

○ 皆伐・再造林補助（旧皆伐から始める森の若返りスピードアップ事業）

伐採から植栽までを集中して行い効率向上を図る「一貫作業シス

テム」に取り組む林業事業体を支援

【実績】

・Ｈ２７～R４ 約２２７ｈａを再造林

・一貫作業システムに取り組む事業体が増加

○ 保育補助（旧美しい森づくり事業）

間伐等を支援、健全な森林を育成

【実績】

・Ｈ２７～R４ 約９８４ｈａを整備

皆伐

○ 保育補助 １１８ha 【継続】
６９，２１５千円（６９，２１５千円）

木材価格（円／ｍ３） Ｓ５５ Ｒ１

ス ギ ３７，９００ ９，７００

ヒノキ ６３，４００ １３，４００
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これまでの取組

森林の循環利用を促進 ・ 山村地域を活性化

将来の木材供給
に支障

従来の手法に加えて、森林経営管

理制度に基づく間伐等を適切に実施、

森林資源の充実と質的向上を図る

・保育間伐・搬出間伐

・枝打ち・除伐

令和６年度予算額 ２３３，８７３千円
（国庫補助金：８９，７６７千円、繰入金：１０５，５３４千円、県債：２９，０００千円、一般財源：９，５７２千円）

再造林

一貫作業システムによる皆伐・再造

林に取り組む林業事業体を支援、森

の若返りと林齢の平準化を図る

・残材搬出・運搬・作業道開設

・地拵え・植栽・下刈り

・獣害防止柵設置

枝打ち 間伐

○ 皆伐・再造林補助 ５０ha 【継続】

１６２，０７４千円（１４４，８９０千円）

○ 事務費 ２，５８４千円（２，６３１千円）

担当 森づくり課 間伐・森林循環担当
電話 048-830-4321



県産木材供給拡大事業（素材生産活性化事業）

１．森林資源管理の支援 ２，８０２千円
①地上レーザ等を活用した立木1本1本の詳細な資源調査を行う林業事業体に対して、費用の1/２を補助
②地上レーザ等を活用した作業道作設ソフトを用いて作業道を整備する林業事業体に対して、ソフト導入費用の1/２を補助

２．出材作業の効率化支援 ２，１８０千円
①山土場で丸太仕分け作業を行う林業事業体に対して、費用の1/2を補助
②仕分けした丸太の材積を丸太自動認識システムで測定する管理業者に対して、費用の１/2を補助

３．県内先行事例の普及 １６０千円
ICTを実装した事業体の事例報告会及び事業体間の意見交換会の開催（県事務費）

木 材 流 通 の 流 れ

出材作業の効率化

県内の森林組合など林業事業体 埼玉県森林組合連合会や
埼玉県木材協会等の関係者をイメージ

木材需要情報
木材資源量情報を提供

木材需要情報を提供

必要な質・量の丸太を購入

森 林
（人工林）

丸太自動認識システム
による木材資源量測定

（補助率：1/2）

林業事業体 管 理 業 者

地上レーザ等を活用した
①詳細な資源調査
②作業道作設支援（補助率：1/2）

市場へ

山 土 場

丸太仕分け作業
（補助率：1/2）

出材情報を提供

丸太の集積

木材資源量情報の収集

㈱〇〇製材

製材工場

森林資源管理（在庫管理）

立木1本1本を調査

１ ２ｰ① ２ｰ②

８６－６

担当 森づくり課 木材利用推進・林業支援担当
電話 ０４８－８３０－４３１８



県 産 木 材 活 用 住 宅 等 支 援 事 業

住宅建設に携わる工務店等に対して県産木材の利用量に応じた支援を行い、安定した需要のある民間住宅等における県産木材の
利用拡大を図る。

目 的

担当 森づくり課 木材利用推進・林業支援担当
電話 ０４８－８３０－４３１８

【予算額】５３，７８０千円

事業概要

１ 県産木材活用住宅等支援事業 ５３，７８０千円

住宅・事務所・店舗等の新築・改築・内装木質化について、製材工場等と協定を締結し、県産木材を40％以上利用する工務店
等に対する支援を行う。

県産木材を活用した住宅

〔前事業「埼玉の木みんなで使って豊かな暮らし応援事業」との変更点〕
・補助対象を施主から工務店等へ変更
・県産木材の利用割合に応じた補助単価を新設（40％枠、60％枠、80％枠）



輸 入 木 材 に 頼 ら な い 県 産 木 材 供 給 体 制 促 進 事 業

県産木材の供給体制を見直し、県産木材の供給量を増やすとともに工務店等が県産木材を入手しやすい仕組みを構築することで、
ウッドショック下で品不足となった輸入木材から県産木材への転換を図る。

目 的

担当 森づくり課 木材利用推進・林業支援担当
電話 ０４８－８３０－４３１８

【予算額】４１，２４４千円

事業概要

１ 輸入木材に頼らない県産木材供給体制促進事業 ４１，２４４千円

（１）木材加工施設の整備 ３０，０９４千円
県産木材を活用した新たな製品や、高品質の製品を加工するための施設整備費を支援する。

（２）サプライチェーンの構築 １１，１５０千円
山元、製材・プレカット工場、工務店等の連携による新たな流通ルートの確立に向けて、必要な資機材の導入経費等を支

援する。

【木材加工施設整備のイメージ（乾燥施設）】 【サプラチェーンの構築のイメージ】


